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平成28年7⽉〜９⽉に発⽣した気象災害

① 国道： 3 路線3 区間通行止め （9/12 14:00 現在）（最大17 路線27 区間）
② 道道： 22 路線26 区間通行止め（9/12 14:00 現在）（最大84 路線101 区間）、冠水11 路線12 区間、土砂崩れ等21 路線26 区間（9/11 16:00 現在）
③ 鉄道： 9/12 運休 124 本（特急36 本、快速・普通88 本）(9/11 16:00 現在)、根室線・石勝線～橋梁流出3 箇所、護岸変状・路盤流出・線路流出・

土砂流入（複数箇所）
④ 水道：新得町、清水町、日高町の一部で断水あり。（9/12 14：00現在）
⑤ 産業被害：農業被害12,310.9ｈａ、2,514棟、水産被害1,281件、林業被害42件、商業被害350件、工業被害104件（9/12 14：00現在）
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月　　日 気象概要 気象災害 主な災害状況

　①7月26日～8月 3日 　停滞前線と低気圧 　大雨、暴風 　上川・日高地方で床下上浸水、函館で擁壁破損

　②8月 8日～8月 9日 　前線、台風第5号 　大雨、暴風 　（特段の被害なし）

　③8月16日～8月17日 　台風第7号 　大雨、洪水、暴風
　軽症2名（冠水で捻挫、暴風で戸に挟まれた）
　足寄川で氾濫（40戸が床上浸水）

　④8月20日～8月23日 　台風第11号・9号 　大雨、洪水、暴風

　1名死亡（北見市：常呂川氾濫）、重軽傷9名
　羅臼町で土砂崩れ（一部地区で孤立）
　石狩川下流（深川市）で氾濫
　※道内35河川で氾濫による浸水被害発生

　⑤8月30日～8月31日 　台風第10号 　大雨、洪水、暴風

　2名死亡（橋崩落に伴う車両転落）
　（大樹町：ﾇﾋﾞﾅｲ川、新得町：ﾊﾟﾝｹｼﾝﾄｸ川）
　2名行方不明（清水町：ペケレベツ川）
　空知川（南富良野町）氾濫で約200人が孤立
　※道内18河川で氾濫による浸水被害が発生

　⑥9月 6日～9月 7日 　低気圧と前線 　大雨
　稚内市で床上浸水13件、床下浸水45件
　稚内市、礼文町、利尻町で道路法面崩壊
　クサンル川、増幌川氾濫

　⑦9月 8日～9月 9日
　台風第13号から変
　わった低気圧

　大雨、洪水 　1名死亡（羅臼町で土砂崩れに巻き込まれた）
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北海道に接近・通過した台⾵（平成28年8月）
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平成28年８⽉の北海道の降⽔の状況 ○⽯狩川下流（深川市）の氾濫
（8月23日）
・水田に被害
・事前避難により住⺠に被害なし道内アメダス225地点中、“89地点”で、⽉の降⽔量の極値

（１位）更新し、道東の太平洋側の広い地域で平年の
２〜４倍 となる500ミリを超える降⽔量となった。 ○常呂川の氾濫

（8月21日）
・⾞両⽔没による⼈⾝被害
・大規模な農業被害

○羅⾅町のがけ崩れ
（9月9日）
・道道閉鎖による住⺠の孤⽴
・⾞両が⼟砂崩れに巻きまれ、1名死亡

○空知川(南富良野町)の氾濫
（8月31日）
・幾寅地区住⺠の孤⽴
・幾寅アメダスの被災

○⼗勝川⽔系の氾濫
（8月31日）
・札内川（帯広市）の氾濫
・ポケレベツ川（清水町）の氾濫
・芽室川・久山川（芽室町）の氾濫
・橋崩落による⾞両転落等で⼈⾝被害

平成28年８⽉の台⾵と前線による⼤⾬の状況
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（mm）

平成28年８⽉の北海道の降⽔の状況
道内アメダス225地点中、“89地点”で、道内アメダス225地点中、“89地点”で、
月の降⽔量の極値 （１位）更新し、
道東の太平洋側の広い地域で平年の
２〜４倍 となる500ミリを超える降⽔量
となった。

月降⽔量（多いほうから）の極値を
更新した地点（上位２０地点）

）：観測値は欠測あり。

1 ぬかびら源泉郷
　　　　　　げんせんきょう

(十勝) 978.0 mm 575.0 mm (1981年 8月) 403.0 mm (170%) 197.9mm (494%)

2 糸櫛別
いとくしべつ

(根室) 819.0 mm) 477.0 mm (1994年 9月) 342.0 mm (172%) 169.5mm (483%)

3 宇登呂
うとろ

(オホーツク) 800.5 mm 507.0 mm (1981年 8月) 293.5 mm (158%) 119.3mm (671%)

4 羅臼
らうす

(根室) 791.0 mm 392.5 mm (2012年11月) 398.5 mm (202%) ---- (---%)

5 上標津
かみしべつ

(根室) 719.5 mm 278.0 mm (2009年 7月) 441.5 mm (259%) ---- (---%)

6 三股
みつまた

(十勝) 714.0 mm 354.5 mm (2011年 9月) 359.5 mm (202%) ---- (---%)

7 根室中標津
ねむろなかしべつ

(根室) 700.0 mm 344.0 mm (2009年 7月) 356.0 mm (203%) 136.2mm (514%)

8 阿寒湖畔
あかんこはん

(釧路) 694.5 mm 451.0 mm (1981年 8月) 243.5 mm (154%) 152.2mm (456%)

9 中標津
なかしべつ

(根室) 666.0 mm 345.0 mm (1994年 9月) 321.0 mm (193%) 147.8mm (451%)

10 中杵臼
なかきねうす

(日高) 646.5 mm 590.0 mm (1981年 7月) 56.5 mm (110%) 246.1mm (263%)

11 標津
しべつ

(根室) 631.0 mm 359.0 mm (1992年 9月) 272.0 mm (176%) 137.8mm (458%)

12 白金
しろがね

(上川) 629.0 mm 421.5 mm (2011年 9月) 207.5 mm (149%) 179.7mm (350%)

13 幾寅
いくとら

(上川) 625.5 mm) 343.0 mm (2001年 9月) 282.5 mm (182%) 161.7mm (387%)

14 新得
しんとく

(十勝) 613.5 mm 455.0 mm (1981年 8月) 158.5 mm (135%) 196.7mm (312%)

15 上札内
かみさつない

(十勝) 601.5 mm 594.0 mm (1981年 8月) 7.5 mm (101%) 188.9mm (318%)

16 鶴居
つるい

(釧路) 595.0 mm 360.0 mm (1998年 8月) 235.0 mm (165%) 129.0mm (461%)

17 標茶
しべちゃ

(釧路) 591.0 mm 371.0 mm (1992年 9月) 220.0 mm (159%) 136.7mm (432%)

18 中徹別
なかてしべつ

(釧路) 578.5 mm 345.0 mm (2000年 4月) 233.5 mm (168%) 167.3mm (346%)

19 別海
べつかい

(根室) 550.5 mm 408.0 mm (1992年 9月) 142.5 mm (135%) 141.5mm (389%)

20 置戸常元
おけとつねもと

(オホーツク) 550.0 mm 267.0 mm (2006年 8月) 283.0 mm (206%) ---- (---%)

２位
１位と２位の差

（比）
１位（2016年8月） ８月の平年値（比）

道東の太平洋側では、これまでの極値を大幅に
超えた観測所が多数あった。

平成28年８⽉の北海道の降⽔の状況
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平成28年8月の北海道内の⽉降⽔量分布

○アメダスによる平成28年8月の月降水量は、道内225地点
のうち約4割の89地点で１位を記録。

○道東の太平洋側の広い地域では平年の８月の２～４倍となった。

●は統計開始以降で通年の1位を更新した
アメダス地点、×は更新しなかった地点。

平成28年8月 平成28年8月
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アメダスによる北海道内における⾬量分布

昭和56年8月と平成28年8⽉の北海道内の⾬量分布

昭和56年8月（「56水害」） 平成28年8月

⽯狩川流域、胆振・⽇⾼地⽅で500ミリ以上 ⼗勝・釧路・根室・網⾛・⽇⾼地⽅で500ﾐﾘ以上

(mm) (mm)
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アメダスによる振興局別⾬量平年⽐（単位：％）

• 北海道全体で見るとこの1980年以降で2番目の記録的な降水量。
• 降水量が多い領域は道東の太平洋側が中心。特に根室は平年の4倍。
• 渡島半島では平年以下。

平成28年8⽉の道内各地の⾬量

北海道 宗谷 上川 留萌 石狩 空知 後志

2016年の平年比 229 132 241 138 183 214 115

2016年の順位 2 9 2 8 2 2 12

これまでの1位 248 205 278 285 429 410 268
(カッコ内は年) (1981) (2014) (1981) (1981) (1981) (1981) (1981)

オホーツク 根室 釧路 十勝 胆振 日高 渡島 檜山

2016年の平年比 360 426 354 294 151 216 86 74

2016年の順位 1 1 1 1 4 2 21 22

これまでの1位 207 218 220 197 303 242 270 229
(カッコ内は年) (2006) (1998) (1998) (1981) (1981) (1981) (1981) (1995)

(平年値期間は1981-2010年。順位は1980-2016年から算出)
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北海道内の⽉降⽔量の経年変化（8月）

1981年（昭和56年）以来の記録的な降⽔量
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北海道内の短時間強⾬発⽣回数の推移

• 増加傾向が現れている。
• 地球温暖化の影響の可能性があるが、より確実な評
価のためには今後のさらなるデータの蓄積が必要。

青線：移動平均（5年）
赤線：期間にわたる変化傾向

Administrator
テキストボックス
- 161 -



気象庁

札幌管区気象台
Sapporo Regional Headquarters

気象庁

札幌管区気象台
Sapporo Regional Headquarters

Japan Meteorological Agency

顕著な天候事例 記録的多雨（平成28年8月）

○ 平成28年8月は台風第7号を⽪切りに、第11号、第9号と、1週間に3つの台⾵が相次いで北海道に上陸。
○ 1年に3つの台⾵が北海道に上陸するのは1951年の統計開始以来初めて。
○ 8月末には台風第10号も接近し、北海道では再び ⼗勝地⽅を中⼼にまとまった降⾬。
○ 台⾵による⾬に加え、北海道付近に停滞していた前線の活動も活発となり、オホーツク海側と太平洋側を
中心に各地で大雨となり、道内のアメダス225地点中、89地点において⽉の降⽔量の記録を更新。

○ これにより、河川のはん濫、⼟砂災害、住家の浸⽔害などが発⽣。

平成28年8⽉の北海道内
降⽔量分布図

（mm）
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多雨となった背景①
〜太平洋⾼気圧は⽇本付近への張り出しが弱く、台⾵が北上しやすい状況〜
記録的な大雨となった要因の1つとして、平成28年8月は太平洋高気圧の日本付近への張り出しが弱かった
ことが挙げられる。
本年と平年の8月の天気図の差において、カムチャツカ半島から千島の東にかけて気圧が高かった。
（暖色は平年より気圧が⾼いことを示す）
一方、日本付近は気圧が低かった。（寒色は平年より気圧が低いことを示す）
つまり、平成28年8月は太平洋高気圧が日本のはるか東で強かったものの、日本付近への張り出しは弱かっ
たと言える。
このため、太平洋⾼気圧の縁に沿って台⾵が北海道へと北上しやすい状況であり、南から暖かく湿った空気が
北海道に入り やすかったため、前線の活動も活発となった。

平成28年8月の地上天気図

平年の8月の地上天気図

本年と平年の8月の地上天気図における気圧の差

高

低

高
低

(hPa)
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多雨となった背景②
〜平成28年8月の大気循環場の特徴（概念図）〜



気象庁

札幌管区気象台
Sapporo Regional Headquarters

気象庁

札幌管区気象台
Sapporo Regional Headquarters

Japan Meteorological Agency

平成28年8⽉の台⾵の北上と⼤⾬の原因

このため、次々と断続的に激しい⾬が降
り、それぞれの事例で⻑⾬が続き、総降
⽔量が多くなった

１．台⾵の北上の原因
（1）太平洋⾼気圧が北偏し、日本

付近への張り出しが例年に比
べて弱かった

（2）上空の偏⻄⾵が蛇⾏していた

２．大雨の原因
（1）北海道付近での前線の停滞
（2）本州付近の台風から暖かく湿っ

た空気が北海道付近に⼊りや
すい気圧配置が持続

（3）停滞していた前線の活動の活
発化と台⾵本体の北上
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自治体等への支援状況

○ 台風説明会、情報共有ＷＡＮ・メール等による解説
★台風第11号では台風説明会を、道庁において北海道と共同実施

○ 気象台から⾸⻑、課⻑級または担当レベル向けの能動的ホットライン

○ 北海道庁（指揮室）へ職員を派遣

○ 農業気象協議会機関に対し、メールにより応急作業が可能な期間に関する留意と、
次の悪天に関する注意喚起実施。

○ 復旧担当者・被災者向け気象⽀援資料を提供
（気象庁、札幌管区気象台、各地方気象台HPから入手可能）
（開始時は７市町村、現在は13市町村を対象）

○ 復旧担当の⼆次災害防⽌の１つの手段として、臨時的に現場における1kmメッシュによる
解析⾬量を活⽤し、実況や予測⾬量が定めた基準を超過した場合に、⾃動的にメール配信
実施。（「被災地域⾬量判定メール」）

防災情報共有ＷＡＮ：北海道開発局による防災情報共有システム。接続機関に対し、リアルタイム映像の配信等が可能。
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台風第９号に関する説明会（平成28年8月22日）

８月２２日 １４時３０分

当台及び北海道が同席して、北海道庁（知事
会議室）において、台風説明会を開催。
道民に向け危機感を伝えた。
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復旧担当者・被災者向けの気象⽀援資料提供

各種復旧工事を行う担当及び被災地域に対し、市町村別の
気象支援（天気解説等）を実施。（9月1日～）



気象庁

札幌管区気象台
Sapporo Regional Headquarters

気象庁

札幌管区気象台
Sapporo Regional Headquarters

Japan Meteorological Agency

復旧⼯事担当者向けの気象⽀援資料提供

特別な警戒を要する区域が退避雨量基準に達すると
予想した場合、関係機関に防災情報提供システムの
メール報により情報文を配信（24時間30分毎に判定）

北海道の道路通行止め状況（9/14現在）

道路や河川の復旧工事を行う北海道開発局及び北海道に対し、
「被災地域雨量判定メール」を用いた支援を実施。（9月16日～）

「被災地域雨量判定メール」＜流域雨量＞のイメージ
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